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要	 旨 
会話の進行にはルールがあり、1 人ずつ話していくことが理想的であるが、
実際の会話では、協調の原理に従わない現象が常に発生してしまう。「割り込
み」はその 1 種であり、ルールに違反したものとされてきたが、定義によって
は、協力的な機能を果たす割り込みは認められるようになった。よって、状況
が変わると、割り込みの特徴や機能も違ってくると推測できる。そのため、本
研究では、友人間 3 人会話における「割り込み」がどのようなパターンと機能
を持つか、また、どのような原因で出現するか、「割り込み」に潜むポライト
ネス・ストラテジーは具体的に何があるかを中日対照しながら、解明したい。	
本研究では、会話データを文字化した資料をもとに、中国および日本それぞ
れの友人間 3 人会話における「割り込み」を考察した。例の数量から見ると、
中国側は日本側より 1 グループに平均的に 1.6 例多いことが分かった。パター
ンからみると、中日とも 1 回の「割り込み」が半数を超えるが、中国側は「途
中からの割り込み」が主で、日本側は「並行発話」が主である。「2 回連続の
割り込み」では、中日のパターンは大体一致しているが、「違った話者が同じ
話者への連続割り込み」だけでは、中国側が日本側より 1 割弱高い。「2 回以
上の連続割り込み」は中日両方に多く現れるが、中国人話者の会話への高参与
と日本人話者の互いに対する強い共感を示している。 
動機による分類から見ると、中国側は「妨害的かつ故意的な割り込み」と「非
故意的な割り込み」の比率が著しく高く、「協力的かつ故意的な割り込み」は
低い；日本側は「非故意的な割り込み」の比率は中国側を大きく上回るが、「協
力的かつ故意的な割り込み」は中国側と同じぐらい比率を占めている。「割り
込み」の原因については、4 つを提示し、比率の高低の順は中日が共通してい
る。しかし、「1 人話者の自己選択によるターンの奪取」に関しては、中国側
が日本側を大きく上回るのに対し、「自己選択の重なり」に関しては、日本側
の方が高い比率を示している。 
さらに、会話管理による割り込みの機能を 7 つにまとめ、「会話の停滞を避
ける」機能は、中国側に特有する以外、他の 6 つの機能は中日共有しているこ
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とを明らかにした。 
また、割り込みのポライトネスを分析した結果、中国側はポジティブ・スト
ラテジーを使う傾向で、日本側はネガティブ・ストラテジーを使う傾向があり
ながら、ポジティブ・ストラテジーも積極的に使う姿勢が現れた。それは友人
関係であるため、社会的距離または対人的距離が縮んでくるからであろう。 
コミュニケーションにおける要は、聞くことにあると主張する人もいるが、
割り込みを生かすことによって、会話を促進し、互いの心理的距離を縮め、話
題をより豊かにする役割が期待できる。そのため、本研究の最後は中国人日本
語学習者と日本人中国語学習者に向かって、接触場面における交流のための提
言をした。 
	
	
キーワード：中日対照	 割り込み	 発話権	 同時発話	 ポライトネス・ストラ
テジー	
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摘 要 
会话交际遵循着一定的规则。在会话当中每个人轮流发言而互不干扰是最理
想的情况，但实际交谈中总是会出现一些与协调的原则不一致的现象，比如“插
话”行为。插话一向被看成是违反会话规则的行为，因为它妨碍了对方讲话。但
其实根据定义不同，插话也有着发挥积极作用的一面。而这具有争议性的行为，
在亲近的朋友之间的交谈之中，以什么样的形式出现、有着什么样的特征以及发
挥着什么作用？在中国的文化背景下与在日本的文化背景下，朋友之间的插话现
象存在着什么相似点与不同点？其背后分别隐藏着什么样的礼貌策略？本研究
旨在解决这些问题。 
本研究通过会话录音所转成的文字资料，考察了中日各组朋友三人交谈中插
话行为的异同。结果显示，中日在插话的模式、分类、原因、功能和礼貌策略上
均有不同程度的差异。从数量上来看，中方每组会话中出现插话的平均数比日方
多了 1.6 例。从模式上来说，中日双方均是单次插话占了例子的半数以上，中方
单次插话以一般的途中插话为主，日方则是并行谈话占主导地位；在连续两次的
插话模式中，中日双方模式大致显示出一致，唯独在“不同插话者连续打断同一
说话者”模式上，中方比例明显高于日方。另外，双方均出现了多次连续插话的
例子，中方的例子显示了交谈的激烈和说话者的投入，相比之下日方的例子显示
出说话者之间的强烈共鸣。 
从动机分类看，中方的非合作型故意插话与非故意插话占较大比重，合作型
故意插话占的比重最低；日方最明显的是非故意插话的比重明显高于中国，但合
作型故意插话与中方不相上下。 
从原因上看，插话出现的原因可归纳为 4 种，中日的比重排序呈现同样的趋
势；但在“说话者自我选择强行争夺话轮”，这一原因上中方明显高于日方，在
“自我选择的重合”上日方明显高于中方。在从会话管理视角归纳出的 7 种插话
的功能中，除了“避免会话停顿”这一功能只有中方有之外，其他功能都得到中
日双方例子佐证。 
在礼貌策略分析中，虽然社会距离随文化而不同，但由于中日双方都是朋友
关系，礼貌策略的使用差异无存在明显差异。总体来说，中方倾向于使用积极礼
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貌策略，日方偏向于使用消极礼貌策略。 
有人强调交谈的艺术在于倾听，但其实能够适当运用插话来加快交谈的节奏、
拉近彼此的距离、使话题更饱满也是会话交际上所追求的目标。因此，本文最后
对中日两国的语言学习者提出了建议，希望有助于实际的交流。 
 
 
关键词：中日对比 打断 发言权 同时讲话 礼貌策略 
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第一章	 序論 
1.1	 研究背景と目的 
順番交替は会話において重要なルールである。1 人ずつ発話していくことが
理想的であるが、自然会話では発話の重なり、または割り込みなどが起こって
しまう。割り込みを含め、発話の重なりに関する研究は多くなされてきたが、
まだ解明できていないものがあり、特に、生駒（1996）①が指摘するように、
文化的差異によって話者の発話の重なりに対する認識が異なり、言語教育にお
いても、その差異を示す必要がある。差異を示すには、接触場面の会話分析だ
けではなく、対照研究も欠かせないものだと考えられる。 
劉（2004：52）②によると、親しくない中国語話者間の会話のターンは主に
1 つのセンテンスによって構成され、絶えずに話すことはない。それに対し、
親しい人の間、会話のターンはセンテンス群によって構成されることが多い。
ターンの中では会話のやり取りが頻繁なほど割り込みが生じやすいと予想で
きる。また、大場（2012）③によると、初対面なら一定の程度で話が予測でき
るが、友人同士が親しいため、話が活発で、予想がつかないところが多い。さ
らに、2 人ではなく、3 人の場合は 2 人会話に見られない状況が起こる。TRP
（ターン移行に適切な場所）における候補話者は 2 人いるため、先行話者が次
話者を選択する時、また、2 人の候補話者が自己選択する時も複雑さがある。
そのため、研究に値する。 
本研究では、中国人と日本人それぞれの友人同士 3 人間の会話のデータを収
集し、文字化して分析と考察を行う。主に、日中における会話の割り込みの生
起頻度、パターン、原因、機能の面での異同を明らかにし、ポライトネス理論
の視点から、会話における割り込みのストラテジーを解明してみる。中・日の
                                            
①	 生駒幸子．日常会話における発話の重なりの機能［J］．世界の日本語教育．1996．（6）．第 198 頁 
②	 刘虹．2004．会话结构分析［M］．北京：北京大学出版社．52 
③	 大場美和子．接触場面における三者会話の研究［M］．東京：ひつじ書房．2012 
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言語学習者がその異同を知り、ストラテジーを把握させ、交流する時に活用の
参考になれればと願っている。 
1.2 「割り込み」の定義 
多人数会話においては話者の発言順番があり、それはサックス・シェグロ
フ・ジェファソン（1974）によって「ターン」と定義されている。サックスら
の研究によると、英語話者の会話において、1 人ずつ話すということが圧倒的
に多いが、複数の人が同時に話すことも確かによくある。また、話者交替（タ
ーンテイキングともいう）には、現在の話者が次の話者を選ぶか、次話者が自
己選択するか、現話者が話を続けるかの 3 つの場合がある。「割り込み」
（interruption）は、1 人ずつ話すという理想的なルールに違反したものとみな
され、会話のトラブルと扱われる。 
Zimmermann ＆ West（1975）はサックスらのターンテイキングを用い、そ
れに反したものを「オーバーラップ発話」と「割り込み」に分類した。「オー
バーラップ発話」とは、現話者の発言が順番移行可能なところ（いわば TRP）
に到達した時、他の話者が発言し始まり、その時の同時発話のことであり、会
話への過度参与とみなされる。一方、「割り込み」は現話者の話がまだターン
移行に適切な場所（TRP）に到達していないうちに、次話者が話してしまうこ
とを指す。「割り込み」は完全にターンテイキングのルールに違反したものと
みなされる。 
Tannen（1984,1990）は 2 人の同時発話を「オーバーラップ発話」と定義し、
協力的オーバーラップ（ cooperative overlap）と妨害的オーバーラップ
（obstructive overlap/uncooperative overlap）の 2 つに分類し、割り込みを同時発
話するかどうかで判断するのではなく、支配、コントロール及び興味と支持の
欠乏と関係していると述べている。さらに、割り込みを判断するには話者間の
人間関係、談話の長さと割り込まれた時、話者の感覚を知らなければならない
と主張した。一方、「オーバーラップ発話」は会話の沈黙を避ける 1 つの方法
であり、オーバーラップによって会話への高参与（high involvement）を示すこ
厦
门
大
学
博
硕
士
论
文
摘
要
库
第一章	 序論	
 3 
とができる。 
Murata（1991）は割り込みとオーバーラップの区別に 2 つの基準を指摘した。
1 つは発言が TRP で起きたかどうか、もう 1 つは発言で話題が変わったかどう
かということである。詳しくいうと、TRP で生じた重なりはオーバーラップで、
発言権に脅威しないと判断できる。逆に TRP 以外のところでの重なりは発言
権を争う恐れがあるため、割り込みに分類すべきであり、また、割り込みは話
題転換とつながるとの指摘である。 
劉（2004：81）①では、先行話者が話し終わって、ターンを諦める信号を放
ち、次話者が信号を受け止め、話を始めるという方法を正常な自己選択の方法
とし、それに対し、先行話者のターンが終わらない内に、次話者が介入し、発
話権を争う方法は非正常な自己選択の方法と定義している。つまり、「割り込
み」を話者が自ら選択の方法の 1 つとし、動機（故意かどうか）及び効果（協
力的であるかどうか）によって分類している。 
趙・賈（2013：145）②では、「割り込み」に対して、有意に行うものであり、
位置的には先行話者の発話の途中にある発話の重なりと位置付けている。 
以上から、発話の重なりの下位分類として、「オーバーラップ発話」と「割
り込み」が共に研究され、区別されてきたことが分かる。「割り込み」はそれ
ぞれ定義され、違った角度から解釈されることも明らかである。その判断基準
は統一されていないため、本研究では、先行研究の定義を踏まえて、会話にお
ける「割り込み」を「先行話者の話の途中でまたは話の開始で次話者が自ら選
択してターンを始めることによって、重複か中断を起こす」と定義する。つま
り、本研究における「割り込み」は以下の特徴を持っている。 
ア． 話者が自己選択し、発話権を争う； 
イ． 結果的には発話の重複または中断が起こる。 
さらに、割り込みを判断する基準として以下の 2 つを設けて従う。 
A）割り込みの発生時前の先行話者の話が文法的に成立しない； 
B）割り込みの発生時前の先行話者の話が意味的に明瞭になっていない。 
                                            
①	 刘虹．2004．会话结构分析［M］．北京：北京大学出版社．81 
② 赵刚・贾琦．2013．会话分析［M］．北京：高等教育出版社．145 
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1.3 割り込みに関する先行研究 
会話の割り込み現象については多く研究がなされてきた。割り込みは発話の
重なりと深く関係しているため、同時発話の現象を対象として研究が進んでき
た。日本側においては分類、機能、生起位置、生起原因、特徴、インタラクシ
ョンにおける男女差、中断と修復などがそれぞれ論じられてきた。 
1.3.1	 日本側の研究 
藤井・大塚（1994）は、日本人の親しい友人同士 3、4 人会話を 6 組収録し、
発話の重なりを生じる要因によって、自己選択競争によるもの「自己選択」、
割り込みによるもの「割り込み」、先行発話が終わったと見なしたことによる
もの「見なし」と継続によるもの「継続」という 4 つの種類に分けて、考察を
行った。「割り込み」の機能を考察した結果、「割り込み」が協力的であると判
断できる条件に、関心や共感を意味するために現れた割り込みを、相手が受け
入れて共感を示すという話者間の一致した理解に基づく相互作用が挙げられ
る。 
さらに、藤井（1995）は日本人 16 組、100 分間の会話を文字化したデータ
を使い、協力的な重なりだけではなく、重なりの全体に目を向け、分類を試み
た。まず、重なりのタイミング、位置から、「終了見なし型」、「割り込み型」
と「同時開始型」の 3 つに分類している。次に、「発話権」を「発話を続け、
発話目的を達成する権利」として定義し、発話権を縦軸に、トピックを横軸に
とり、発話の重なりを「調和系」、「調整系」と「独立系」に分類した。調和系
は重ねた発話が先行発話のトピックと一致し、また、先行発話者の発話権も維
持されている時の発話を指す。調和系に同意・共感、驚き・感心、誉め、理解・
承認などを示すものが多いと指摘された。調整系は先行話者の発話権は維持さ
れているが、トピックが部分的にでも異なっている時の発言を指す。確認、訂
正・情報追加、関連質問、合図、独り言的表現などを表すものが多いそうであ
る。先行話者の発話権が維持されていない時の発話は独立系に属する。独立系
にトピックの展開や、継続・戻し、そして新トピックなどの発話が含まれる。
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さらに、それぞれの出現率に関しては調和系が 54.9％、調整系が 26.4％、独立
系が 18.7％であった。ここでは、「割り込み」が独立系に属し、発話権の移動
が特徴となっている。ただし、調整系の中にも「割り込み」発話が入っていな
いとは限らないと言えよう。 
生駒（1996）は、25 歳から 35 歳までの日本人女性計 6 名の 3 つの会話（計
2 時間）を分析資料として、日常会話における発話の重なりの機能を考察した。
まず、重なりの起こる位置を「2 つの発話の頭と頭が重なる場合」、「ターンを
持つ先行発話の末尾と次の発話の頭が重なる場合」と「ターンを持つ先行発話
の途中で次の発話と重なる場合」に分類し、発話の重なりの性質も「偶発的に
起こる」もの、「予測的に起こる」ものと「無意識的に起こる」ものに分けた。
さらに、偶発的に起こる発話の重なりを説明するために、それぞれ「同時スタ
ート」、「オプショナルな言葉の付加」、「TRP の誤認」の例を取り上げ、分析を
行った。予測的に起こる発話の重なりを「妨害目的の同時スタート」、「終りの
予測」、「割り込み」に詳しく分類し紹介した。特に「割り込み」をより詳しく、
「内容予測」、「自己の発話の優先」、「妨害目的」と「副次的ターン」という 4
つの下位分類を設けた。続いて、発話の重なりの機能として、「会話を停滞さ
せる」マイナス機能と「会話を促進させる」プラス機能の 2 つがある（中立的
な発話の重なりにも言及したが、分析しなかった）と指摘し、会話の例を用い
て具体的に考察した。最後に、発話の重なりの研究は文化的差異を理解するこ
と、学習者に会話に普通に起こる現象を気付かせること、会話ストラテジー、
会話スタイルに応用する考えを提示した。この研究では、「割り込み」の原因
が詳しく提示され、その原因には「TRP の誤認」、「内容予測」、「自己の発話の
優先」と「妨害目的」などが挙げられる。ただし、ここで疑問に思うのは「自
己の発話の優先」と「妨害目的」の区別がつきにくいことである。また、会話
を促進させる「割り込み」の例を見ると、「ああ」、「うん」など相槌のような
ものが多く、「オーバーラップ発話」に分類してもよいのではないかと考えら
れる。 
「割り込み」の男女差については、藤井（1998）で、日本語母語話者の女性
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